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平成 28 年５月 11 日）と終了時（実施日：平成 29 年２月８日）に，質問紙による集合調査























学習者」において有意差がみられ（t（42）= 4.60, p < .001, d = .78），開始時と比べ終了時の
回答数の割合が高かった。また「算数に対する態度」と「コミュニケーション」について
は，開始時と比べ終了時に回答数の割合が有意に減少していた（t（42）= 2.03, p < .05, d = .30; 







































回答数 割合 回答数 割合
自立した学習者 12 10.81 % 41 33.33 %
算数に対する態度 25 22.52 % 19 15.45 %
学習方略 16 14.41 % 19 15.45 %
学習観   3   2.70 %   2   1.63 %
知識の獲得   3   2.70 %   4   3.25 %
情意面 16 14.41 % 11   8.94 %
算数に対する姿勢 22 19.32 % 21 17.07 %




大カテゴリ 開始時 終了時 開始時 終了時 開始時 終了時 開始時 終了時
自立した学習者 2 14 3 13 6 9 1 5
算数に対する態度 4 2 9 7 7 4 5 6
学習方略 5 3 5 8 1 5 5 3
学習観 1 0 0 0 0 2 2 0
知識の獲得 2 3 0 0 0 1 1 0
情意面 8 3 4 6 3 1 1 1
算数に対する姿勢 10 7 3 7 6 3 3 4
コミュニケーション 5 2 6 0 1 2 2 2
合計 37 34 30 41 24 27 20 21
１名あたりの回答数 3.1 2.8 1.9 2.6 2.7 3.0 2.5 2.6
学年
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